
［事業名称］ 

2012 年日本中学生・高校生訪中団 ―中国・宋慶齢基金会東日本大震災復興支援― 

［開催日時］ 

2012 年 3 月 28 日～4 月 4 日 

 

［開催場所］ 

中国の北京市、上海市を訪問 

 

［主催者・共催者等］ 

（招へい団体）中国・宋慶齢基金会（実施団体）公益社団法人日中友好協会 

 

［事業内容］ 

2011年 3月 11日の東日本大震災では巨大地震と大津波により東北地方を中心に大き

な被害が発生、今も影響が続いている。中国宋慶齢基金会は、復興を支援し被災地域の

青少年たちを励ます事業として、被災した岩手、宮城、福島、茨城各県の中学生・高校

生計 94 名を、春休みの期間を利用して中国に招待、中国の学生と交流する企画をたて

た。公益社団法人日本中国友好協会は、中国宋慶齢基金会と中国駐日本国大使館の委託

を受け、3 月 28 日から 4 月 4 日までの 7 泊 8 日、村山富市協会名誉顧問（元首相）を

団長とする訪中団を組織し、北京・上海へ派遣した（総勢 115 名）。 

  北京では、人民大会堂北京庁にて劉延東国務委員が村山団長と会談、その後迎賓庁

で待つ学生達に励ましの言葉をかけ、前列の学生達と握手、全員で記念撮影をした。そ

の日の午後、一行は宋慶齢故居にて月壇中学の学生、玉樹地震被災地の子供達と共に海

棠と桜を植樹。また、桜を模したカードにそれぞれが願いを書き、用意された願望の樹

（樹木が描かれたボード）に、カードを花びらに見立てて貼り付けた。 

  翌日開かれた宋慶齢基金会主催の歓迎宴会では、北京市月壇中学から日本人生徒と

ほぼ同数の生徒が出席。日本語を学ぶ生徒が多いため、会話もスムーズに進み充実した

交流となった。唐聞生・宋慶齢基金会副主席は「2 月に被災地を訪れ、被害の大きさに

心が痛んだ。しかし、同時に被災者の（再建への）勇気に感動した」と話し、これに対

して村山団長は「東日本大震災は、世界最大規模の大災害だった。中国からの多くの支

援、お見舞いは大きな励ましになった」と深く感謝した。続いて福島県立小高工業高等

学校 2 年庄司大吾君が学生を代表し挨拶し（内容別頁）、その言葉は聞く者の心に大き

く響いた。日本側は練習の時間も無い中、それぞれが出し物を準備し、200 人を超える

人々が見守る大舞台で披露した。 

  翌日終日行われた月壇中学での歓迎式では、岩手県立大船渡高等学校 2 年田村健太

君が学生を代表し挨拶（内容別頁）、大きな拍手が沸いた。校庭で行われた歓迎式の後、

グループに分かれ授業参加、スポーツ交流、文化交流など、すでに昨日の歓迎宴で交流

をした後ということもあり、すぐに打ち解け、夕方まで楽しい時間を過ごした。 

  北京ではその他、オリンピック施設見学、雑技鑑賞、万里の長城、パンダのいる北



京動物園見学など、盛りだくさんの 4 日間を過ごした後、中国宋慶齢基金会連絡部副部

長・宋健女史、同副所長・劉頴女史、その他大勢の職員、学生ボランティアの同行の下、

最も新しい北京单駅から寝台車で上海へ。寝台車は最新の車体で清潔、楽しい列車の旅

となった。 

  上海での宿泊ホテル神旺大酒店に到着すると、大勢の報道陣が待ち構えており、上

海の人民対外友好協会幹部、ホテル幹部の盛大な歓迎を受けた。ホテルはお菓子で有名

な「神旺グループ」経営のため、学生一人一人にお菓子の詰め合わせを、そして上海市

人民対外友好協会からも地元の銘菓がプレゼントされた。また、部屋の中の飲み物、お

菓子も無料で提供され、学生達は大喜びだった。少年宮訪問、黄浦江遊覧、水郷の村・

周荘散策、近未来的な上海科学技術館での体験学習、上海の下町・豫園商場でのショッ

ピングなど、上海ではのんびり楽しく過ごした。 

  数人の学生が体調を崩し入院したほか、帰国便が日本の暴風雨の影響で別の便に振

り替えになるなど、ハプニングが多い 8 日間だったが、全員が予定日に帰国の途につい

た。 

  今回、これほど大勢を招待してくださった中国宋慶齢基金会に改めて感謝を申し上

げたい。そして今回この事業にご協力いただいた、全ての方々に厚く御礼を申し上げま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よさこいソーランを踊った福島県の団員 村山富市団長と桜の木を植えた 

切り絵体験で日中交流 卓球交流 



 

 訪中日程表  

 

 月日(曜) 行 動 予 定 宿泊地 

1 
３月２８日 

（水） 
福島県・茨城県は成田空港より、岩手県、宮城県は仙台空港より北京へ 

北京 
2 

３月２９日 

（木） 

午前：人民大会堂にて国家要人との会見(記念撮影) 

   天安門広場と故宮博物院の参観 

午後：宋慶齢故居にて胡啓立中国宋慶齢基金会主席、中国の学生、村山

団長と共に桜と海棠を植樹、故居参観 

夜 ：夕食後、雑技（サーカス）鑑賞 

3 
３月３０日 

（金） 

午前：万里の長城(居庸関)の遊覧 

午後：北京オリンピックの施設参観（鳥の巣：大スタジアム、等） 

   北京動物園（パンダ館）参観 

夜 ：中国宋慶齢基金会主催歓迎宴（学生代表挨拶・出し物交歓） 

4 
３月３１日 

（土） 

～終日：月壇中学(中高一貫校)訪問、参観および学生と交流～ 

午前：歓迎会（学生代表挨拶）、中国の学生と共に学校参観 

午後：学校内食堂にて昼食後、中国の学生と交流 

夜 ：寝台特急列車で上海へ（北京 21：11発） 

車中泊 

5 
４月１日 

（日） 

朝 ：08：52 上海着 

午前：休憩 

午後：中福会少年宮(少年のサークル活動の場)の参観 

夜 ：黄浦江の船による遊覧 

上海 
6 

４月２日 

（月） 
終日：水郷の村・周荘参観、東方明珠テレビタワー 

7 
４月３日 

（火） 

午前：上海科学技術館参観（体験） 

午後：豫園参観、ショッピング等 

夜 ：中国での印象を語り合いながら夕食 

8 
４月４日 

（水） 
岩手県・宮城県は仙台空港へ、福島県・茨城県は成田空港へ 帰国 

 

  


